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審 査 結 果 の 要 旨
アマ ランスは ヒユ科の植物で ・メキ シコをは じめ とするラテンアメ リカ諸国では ,重要 な伝統
的穀物 であった。 しか し,ア マ ラソスの食習慣が人身御供 と深 く結 び付 いていた ことか ら,ス ペ
イ ン統括後 は栽培が禁止 され,ほ とん ど忘れ られた存 在 となっていた。 しか し,近 年 ,ア マラ ン
スのタ ンパ ク質には リジン含量が高い ことが示 され,メ キシ コでの主食 トウモロコシを補 うには
最適 な作物であ ることがわか り,注 目を集めている。 しか し,現 在 の用途は ポ ップして菓子 に用
い られ ているのみで,多 様な食品への応用には,主 要成 分につ いての基礎的知見が必要である。
そ こで,本 研究では メキ シコ産Amaramthuscruentus種子を用いて,ポ ップ した アマ ランスの酸
化安定性が悪い原因の追及のために脂 質成分 を,ま た製粉後各種食品に加工 した時の特性 を知 る
ために タンパ ク質の組成 お よび主要 タ ンパ ク質 の性質 につ いて検討 した。
脂質については,総 脂質の含:量は乾物挨算 で7%と 少 な く,そ の90%は トリアシル グ リセ ロー
ルを主体 とす る中性脂 質だ った。糖脂質 は10成分 が同定 され,主 成分は スル ポキ ノボ シル ジア シ
リグ リセ ロールだ った。 リン脂 質では,ホ スフ ァジル コ リンが主成分で,10成分が存 在 した。
各脂質 クラスを通 して主 要構成脂肪酸 ば!8:2お よび!8:1で,こ れは一般の穀物 と共通 して
いた。 しか し,総 トコフ ェロールは236μg/gと含量 が低 く,酸 化安定性の劣る原因 と思われ た
が,β が主成 分 とい う特異 な組成 を示 した。
タンパ ク質の組 成を調べる と,ア ルブ ミンが主成分 で,次 いで グ ロブ リン,プ ロラ ミンの順
だ った。一般 に豆類 な ど双 子葉植物種子 の主要貯蔵 タンパ ク質は グロブ リンとされてお り,本 種
子の組成は一 般的でない。 アルブ ミンは水へ の溶解性が悪 く,こ れが アマ ランス分離 タ ンパ ク質
の ゲル形性能 が劣る原 因 とな っていた。各 タソパ ク質 のア ミノ酸組成は,プ ロラ ミンを除 いて類
似 してお り,第一次制限 ア ミノ酸 は ロイシンだ った。ポ ップす ることによ り,リ ジ ンは1/2に 減
少 し,ま た ラセ ミ化 も進行す ることか ら,よ り温和な加熱条件に よる加工法の必 要性 が認め られ
た。
アルブ ミン1まゲル濾過法 に より分子量11万,19万,24万を与え る三成 分に分画 されたが,各 成
分ぽSDS電気泳動分析に よ り,相 異な るポ リペ プチ ドか ら構成 され て いる こ とが 明 らかに な っ
た。 グ ロブ リンは同様 に2成 分に分画 された。 また,ア ル ブ ミン,グ ロブ リンぽ共 に トウモ ロコ
シよ りも強 い トリプシンインヒビター活性を示 した。
以上の結果 は,ア マランス種子が他の穀物 とかな り異な るタンパ ク質 からなってい ることを示
し,今 後実際 の食 品加工を行 う上で,重 要な知見を与え るもので,農 学博士 の学位を授与す るに
値する と判定 した。
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